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　We 　evaluated 　the　influence　of　household　composition 　on 　diets　for　the　elderly ．
　Households　composed 　of　onLy　a　married 　couple 　were 　most 　frequently　observed ，　followed　in　order 　by　3−genera −
tion　households　and 　Qne

−
person 　households．　A 　questiQnnaire 　survey 　showed 　the　highest　degree　of　satisfaction 　with

meals 　in　households 　composed 　of 　only 　a　married 　couple ．　However ，　a　dietary　survey 　showed 　insufficiency　based　on
the　standard 　dietary　intake　values 　in　one −person 　households　and 　households　cQmpQsed 　of　only 　a　married 　couple ．　In
3−generatiOn 　hOUSehOldS，　the　elderly 　memberS 　Were 　diSSatiSfied　dUe　tO　the 師

abSenCe 　Of　favOrite　diSheS
”

WhereaS

family　 members 　 who 　 coQked 　placed 　the　greatest 　 importance　 on
“
cooking 　favorite　dishes

”
．　These　 results 　 suggest

difficulties　in　satisfying 　the　tastes　of　falnily　members 　over 　difEerent　generations ．　The 　elderly 　in　one −
person 　house−

holds　were 　dissatisfied　with 　the　lack　of　talking　between　family　members ，　suggesting 　the　importance　of　talking　dur−
ing　mealS ．

キーワード ：高齢 者　the　elderly ；世帯 構 成　household　composition ；食生 活　diet

　近年，国民 の 平均寿命の 飛躍的な伸 び と少子化現象 に伴

い ，65歳 以 上 の 人 口割合 は 増加 の
一

途 をた どっ て い る
1）
。

65 歳 以 上 の 老年人 口 は 1965年 に は 全人 口 の 63 ％ を占め

る に す ぎな か っ た が，1990年に は 12．0％，2000年に は

17．4％，2025年に は 28．7％ とい う，欧米諸国 を．ヒ回る 超

高齢社会に 達す る とみ ら れ て い る
23 ）

。 それ に と もない 現

在は 70歳以 上 の 高齢者医療費 は 約 ll兆円で あ る が，2025

年に は 45兆 円 に 増 え る と され て お り
3）
，高齢者が健康 に

長寿 をまっ と うす る こ とは ，高齢者自身や 家族 に と っ て は

もちろ ん で ある が そ れ を支 え る社 会 に お い て も，大 き な

課題 で あ る と い え る。

　高齢者は栄養状態が 低下す る と免疫機能が低下 し，疾病

が誘発 され 老化が促進す るの で ，健康 の 維持 ・増進 の ため

に，栄養管理 は 特 に 重要 で あ る
4’5）

。 また，単調な生活 を

過 ご す高齢者 に と っ て，食 べ る こ とは単 に健康の 維持だけ

で は な く，楽 しみ の
一

つ で あ り生 きて い る こ との 実 感 につ

な が る の で あ る。

　65歳以．トの 者の い る 世帯 の 内訳 は，「単独世帯119，7％，

「夫婦 の み の 世帯」28ユ％，「親 と 未婚 の 子 の み の 世帯 」

15．8％，「三 世代世帯」24．1％ とな っ て い るが ，2025年 に

は 「単独世帯」の 割合が上昇す る こ とが 見込まれ て い る
6｝。

そ こ で，世帯構成の 違 い が，高齢者の 食生活 に どの ような

影響 を 及 ぼ して い るか を検 討 し，高 齢化が 進 む現 代 に お い

て 高齢 者 の 食事に どの よ うな サ ポートが 必 要 か を知 る 手が

か りを求 め た 。

調査対象 お よ び方法

1， 食生活 に 関するア ン ケート調査

　調査対象は，長崎県在住 の 女 子 学生 の 祖 父 母 で 65歳以

上 の 高 齢者 142 人 と，そ の 家 庭 で 主 に 調理 を 担当 して い る

人 142 人 と した。そ の 結果 を ク ロ ス 集計 し，X2 （独 立 性）

検定を行 っ た 。
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2， 食事調査

（1） 学生 （長崎県在住，21歳）の 母親が 夕食を調理 した

　　 場合

1） 対象 ：学生 の 祖 父 （調査時の 年齢 ：73 歳），祖母 （70 歳）

　　の 食事調査 を行 っ た 。

2） 期間 ：2002 年 2〜3 月 の ，4 日以上 連続 しない 14 日間

　　 とした 。

3） 方法 1 秤量記録法
7｝

を用 い た。栄養価計算はエ クセ ル

　　栄養君 Ver　4．0 を用 い ，栄養素摂取 量 と食品群 別摂取

　　量 を求め た。平均値の 差の 検定 に は student 　t一検定 を

　　用 い た 。

（2） 学生 （長崎県在住，21歳） の 祖母 が 夕食 を調理 した

　　 場合

1） 対象 ： 学生 の 祖父 ，祖母の 夕食の 食事調査 を行 っ た。

2） 期間 ：2002年 3月 の ，4 日以 上 連続 しな い 7 日間 と し

　 　 た。

3）　方法 ： 秤量記録法
7｝

を用 い た 。 栄養価計算 は エ ク セ ル

　　栄養君　Ver　4．0 を用 い ，栄養素摂取量 と食品群 別 摂取

　　量 を求め た。平均値 の 差の 検定に は student 　t一検定を
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用 い た。

結果 お よ び考察

1， 食生活に関するア ン ケ
ート調査

　国際労働機 関 （ILO ） は，15歳未満 と 65歳以 上 を 従属

人口 と定義 し，また，わが国 の 人 口 白書 は ILO 定義に よ

る 65歳 以 上 を高齢者 と して い る
s）。そ こ で 65歳以上 の 高

齢者 142 人 を対象 に ア ン ケート調 査 を行 っ た。内訳 は 男性

60 人，女性 82 人 で ，ア ン ケートの 回 収 率 は 100％ だ っ た。

対象者の 年齢，性別 を表 1 に 示 した 。

　高齢者 142人を，単独世帯，夫婦 の み の 世帯，三 世代同

居 世帯の 世帯 タ イ プ別 に分 けた とこ ろ，夫婦 の み の 世帯

63（44．4％），三 世 代同居世帯 59（41，5％ ），単独世帯 20（14，1

％ ）で あっ た。三 世代 同居世 帯の 同居 して か らの 年数は平

均 18．3 ± 7．3 年で あっ た。

　家庭 に お け る 高齢者 の 仕事 を図 1 に 示 した。家庭 に お け

る 高齢者 の 仕事 で は，炊事 ・掃 1徐 ・洗濯が 26．3％ と最 も

高 く，次い で 庭 ・住居 の 手入 れ 25．2％，畑 仕事 17．1％，

仕事は して い な い 9．5％ とい う順で あ っ た。仕事 は して い

ない 人 の 平均年齢 は 75 才で ，そ の 内 65 ％ が 三 世代同 居世

帯の 高齢者で あ っ た 。 身体活動 レ ベ ル が 低 い 高齢者 に と っ

て ，家庭 にお い て 仕事を持つ こ とは ，身体活動時間の 増加

に寄与 し，毎日身体末端 に刺激を与え老化 を遅 らせ る の に

有効 で あ る
9）

。 今回の 結果 で は．家庭に お い て仕事を して

い ない 人 が 9．5％ 認 め ら れ た が，9 割の 人 が家庭で の仕事

を持 っ て い る こ とが確認され た 。

　世帯 ご との ，食事 に 関 す る ア ン ケ
ー

ト結果 を 図 2 に 示 し

た。単 独 世 帯 は，「食事 の 時間 は 楽 しい で す か 」の 質問 （図

表 1，対象者の 年齢構成

総数 65〜69 歳 70〜79 歳 80〜89 歳 90〜99歳

合 計 （人 ） 14224 （16．9） 79（55．7） 34 （23．9） 5 （3．5）

男性 （人） 609 33 16 2

女 性 （人 ） 8215 46 18 3

（ ）は 割合 （％） を示す

配偶者 の

　 71％

家業の手助 け

　 7、6％

仕事 はしてい ない

　 　 9．5％

孫の 世話 　その他

17．1％

炊事・掃除・洗濯
　 　 26．3％

庭・住 居の 手入 れ

　 　 25．2％

図 1．家庭にお け る 高齢者 の 仕事．

2−1）に 「楽しい 」と答えた割合 は 50．0％ と最 も低 く，「楽

しくない 」 と 回答 し た 人 も 15，0％ 認 め られ た。「今の 食事

に満足 して い ます か 」の 質問 （図 2−4） に 「満足」 と 回答

した割合 も 60，0％ と最 も低 く，「どち ら か と い え ば 不満」

の 割合 も 5．0％ と最 も高か っ た。「どち らか とい えば満足⊥

「ど ち らか とい えば 不満」と回答した 人 に 食事に 対す る不

満原因 を尋 ね た と こ ろ，図 に は 示 して い な い が ，「家族 と

会話が ない 」 こ とが 最 も多か っ た 。

　夫婦 の み の 世帯 は ，「食 べ た い もの が 食べ られ て い ま す

か 」（図 2−2），「今の 食事に 満 足 し て い ます か 」（図 2−4）

の 質問 に 「満足」と 回答した割合が 最 も高か っ た 。

　三世代同居世帯 は，「食事の 時間 は楽しい で す か」の 質

問 （図 2−1） に 「楽 しい 」 と 回答 し た 割合 は 81，3％ と最

も高か っ たが，「食 べ た い もの が食べ られ て い ます か 」（図

2−2）に 「満 足 」と回 答 した の は 67，2％ と最 も低か っ た 。 「今

の 食事に満 足 して い ます か 」（図 2−4） に 「満足 」 と 回 答

した割合 は 67．8％ で あ っ た。図 に は 示 し て い な い が ，三

世代同居世帯が食事 に 対 して 感 じて い る不満点は 「好きな

お か ずがない 」が 39，1％ と最 も多か っ た 。

一
般 に，食事

の 満足度 は 同居世帯数が増 える と高まる
s』1°丿

と報告 されて

い る。三 世代 同居世帯の 場合，夕食を何 人で 食べ て い るか

の 質問 に 対 して 平 均 4．0± 1．8 人 で あ っ た が ，三 世 代 同 居

世帯 に あっ て も夕食 を一人 で 食べ て い る高 齢 者 が 6．8％ 認

め られ，満足度 に 影響を及 ぼ して い る の で は ない か と考え

られ る。また，高齢者は味覚 の 点で は新 しい 味を試み る よ

りは，か つ て 食べ 慣 れ た もの をよ し とす る ように，嗜好が

偏 りが ち に な る
1B
。家族 と同居 して い る 高齢者の 場合 は，

ほ とん どが 若 い 家族 の 現代的 な食事に 合 わ せ て い る
12）

と

報告 さ れ て お り，今回の 結果 で も食事 に 満足 して い ない 様

子 が伺 えた 。

　65歳 以 上 の 高齢者 が い る 世帯 で，主 に 調理 を して い る

人 を対 象に ア ン ケート調査 を行 っ た。ア ン ケ ートの 回 収率

は 66．9％ で あ っ た。95人 の 対象者の 世帯，性別，年齢別

の 人数を表 2 に 示 した 。 現在，三 世代同居世帯 で あ っ て も

昼 は家族 が働 きに で て お り，日中は 高齢者 が 家 に
一人 で い

る
“
H 中 ひ と り暮ら し

tt

が 問 題 と な っ て い る
13｝

。 今 回 の 結

果 か ら も，三 世代同居 世 帯で は 58．5％ の 調 理 者 が 勤 め に

出て お り，高齢者 の 日中 ひ と り暮 ら しが一般化して い る様

子が伺 えた 。

　 世帯別の 調理 に 関す る ア ン ケ
ー

ト結果 を 図 3 に示 した 。

一
般 に 調 理 時 間 が 短 い ほ ど 栄養素 の 充足率が 低 い こ と

14〕

が 報告 さ れ て い るが ，今回 の 結 果 で は，調 理 時 間 （図 3−1）

は 同居者数が増える に つ れ 増加す る傾向が あ り，単独 世帯

で は 15〜30分未満が 50．0％ を 占め て い た が，夫婦 の み の

世帯で は 30〜45分未満が 54．5％，三 世代同居世帯 で は 45
〜60分未満 が 35，0％，60分以上が 22．5％ を占め て い た 。

ま た，図 3−2 お よ び図 3−3 に 示 した よ うに，同居者数が

多い ほ ど，市販 の 惣 菜や 冷凍 加 工 食 品 を ほ と ん ど使用 しな

16 （16）
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単 独世 帯

夫婦の み の 世帯

三 世 代 同 居世 帯

単 独 世 帯

夫婦の み の 世帯

三 世代同居世帯

夫婦の み の 世帯

三 世 代 同居 世帯

単 独 世帯

夫婦のみ の 世帯

三 世代 同居世帯

0％ 20％　　　 40％　　　 60％　　　 80％　　　100％

　図 2−1．食事時間の楽しさ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （X2（6）＝29．65　p ＜0．001）

0％ 20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　100％

　　　図2−2．食事の 好 み

O％ 20％　　　　40％　　　　60％　　　　80％　　　　100％

図 2−3．食事中の 家族との会話

O％ 20％　　　 40％　　　 60％　　　 80％　　　 100％

　　図 2−4．食事の 満足度

　 図 2．食事 に 関す る ア ン ケ
ー

ト結果

表 2．　 調理者の 世帯 ・性別 ・年齢別の 構 成

総数 30〜39歳 40 −49 歳 50〜59歳 60〜69歳 70〜79 歳 80〜89歳 90〜99歳

全 体 952 （2．1） 24 （25．3） 13（13．7） 14 （14．7） 26 （27，3） 15（15．8） 1 （1．1）

単独世帯 20 0 0 0 3 12 5 0

夫婦の み の 世 帯 34 0 1 1 10 13 8 1

r 世代同 居世 帯 412 23 12 1 1 2 0

（ 〉は 割合 （％ ） を示す

（17） 17
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単独 世帯

夫婦 の み の 世帯

三 世代同居世帯

O％ 20％ 40％ 60％

図3−1．世 帯別 の 調理 時間

80％

剛 5〜30分
　未満
□ 30〜45分
　未満
ge　45〜60分
　未満
■ 60分以上

　 　 　 100
（X2 （6）＝25．81　p ＜0．001 ）

単独 世帯

夫婦の み の 世帯

三 世代同居世帯

脳 20％ 4D％ 60％

図3−2．世帯 別の市 販惣 菜の使 用頻度

80％ 100％

■ ほとんど毎
　 日使う

ロ 週3．4 回使
う

囲 週 1、2回 使
う

醫 ほ とん ど使
わない

（X2 （6）＝14．94　p 〈 0．05）

単独世 帯

夫婦の み の世 帯

三 世代 同居世 帯

O％ 　 20雅　　　　　　　 40％　　　　　　　60覧　　　　　　　80％

図 3−3．世帯別 の 冷凍加工 食品 の 使用 頻度

100覧

閣 ほ とん ど

　毎 日使う

ロ 週 3、4 回
　使う

圏 週 1、2回

　使う

■ ほ とん ど

　使わない

単 独 世 帯

夫 婦 の み の 世 帯

三 世 代 同 居 世 帯

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

図 3−4．惣菜・冷凍加工 食 品を使用 する理 由

100

■ 調理の 手間がは
　ぶ けるか ら

ロ おい しい か ら

囲 経済的だか ら

囲 栄養 的だか ら

馴特 に理 由は ない

國 弁当に使う

■ そ の 他

図 3．調理 に関する ア ン ケ
ー

ト結果

い 割 合 が 高 く，図 3−1 に 示 した 世帯別 の 調理 時間 と合 わ

せ て 考 え る と，市販 の 調埋済 み 食品の 利用 に よ っ て 調理時

間が短縮 され て い る こ とが わか る。こ の こ と は，図 3−4

に 示 した調理済み 食品の使用 理 由の 第 1 に 「調 理 の 手間が

は ぶ け る か ら」が挙げ られ て い る こ と か ら も明 ら か で あ る 。

　食事作りに お い て ，どの よ うな点 に 負担を感 じて い る か

を 図 4 に 示 した 。 食事作 りそ の もの に 負担を感 じて い る 人

が 65．3％ 認 め られ，負担 の 内容 は （図 4）世帯に よ っ て

異 なり，単独世帯は 「買 い 物」41．7％，「後片付 け」41．7

％ が 高 く，夫婦 の み の 世帯は 「後片付け」30．8％，「献立

を考える」28，2％，「買 い 物」23．1％ で あ っ た 。 単独世帯

と夫婦 の み の 世帯 の 両 方で 「買い 物」 と 「後片付 け 」を負

担 に 感 じて い る 人 が多く，こ れ は 調理者の 年齢が 高い こ と

が 影響 して い る と考 え られ る 。 三 世代同居世帯 は 「献 立 を

考 え る 」 が 53．4％ と最 も高 い こ とが 分 か っ た 。 また 三 世

代同居世帯 で ，「高齢者の 食事 の 時間 に 合わ せ る の が難 し

い 」 とい う回 答 もあり，世 代 に よ り異 な る 生活パ タ
ー

ン の

違 い が 高齢 者 の 孤 食を 生 ん で い る こ とが 推 測 され る。

　 お か ず を決 め る と き誰の 好 み を重視す る か の 結果 を図 5

に示 した 。 夫婦 の み の 世帯で は，約 7 割が配偶者 を重視 し，

三 世代 同居世帯 で は子 ど も40％，高齢者 24％，配偶者 14

％ と，世代 の 異 なる 家族 の 嗜好 の 違 い を考慮 して い る 様

18 （18）
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単独世 帯

夫婦の み の 世帯

三 世代同居世帯

0％ 20％　 　 40％ 60％　　　　80％　　　100％

　　　（丿ビ
2
（8）＝15．96p く0．05）

■ 献立を考える

□ 買い 物

圈 調 理

闔 後 片付 け

■ その他

図 4．食 事作 りの 負担事項

夫婦の み の 世帯

三 世代 同居世帯

0％ 20％ 40％ 60％　　　　　　　80％　　　　　　100％

　　　（X2（5）＝ 38．17p 〈0．001）

■ 本人

ロ 配偶者

團高 齢者

囲子 供

団 家族全 員

■ その 他

図 5．　 お かず を決 め る時 の 好 み の 配慮

単独世帯

夫婦の み の 世帯

三 世 代 同 居 世 帯

圏 味の 濃さ

ロ か たさ

團 食事の 量

團 栄養 バ ラン ス

圍 好む料理 を作

　る

■ その 他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

図 6．　 食事 を作 る時 の 高齢 者 へ の 配 慮
・工 夫

子が み られ，献立を考え る こ との 難 しさをくみ と る こ とが

で きた。

　食事を作 る 際の 高 齢 者 へ の 配 慮 ・工 夫 に つ い て の 結 果 を

図 6 に 示 した。図 に は示 して い な い が 配 慮
・工 夫 を行 っ

て い る と回答 した の は 単独世帯 90．9％，夫婦 の み の 世帯

90．9％，三 世代 同居世帯 92．7％ と，い ずれの 世帯 で も 9

割以上の 調理者 が 食事 を作 る 際，配慮 ・工 夫を して い る こ

とが 認め られ た。具体的な配慮 ・工 夫点 は単独世帯で は 「味

の 濃さ」2717％ と 「栄 養 の バ ラ ン ス 」23．4％ が 高 く，夫

婦 の み の 世帯 で も同様 に 「栄養 の バ ラ ン ス 」38．5％ と 「味

の 濃 さ」28．6％ が 高 く認 め られ，高齢者 の 食事 と健康へ

の 意識の 高さが感 じられた。 三 世代同岩世帯で は 「好む料

理 を作 る」 が 26，5％ と最 も高 く，家族 の 嗜好 の 違 い を考

慮 した料理 を作 る こ とは調理 者が最も配 慮 ・工夫す る こ と

で あ り，そ れ ゆ え図 4 で 示 さ れ た よ うに 「献立 を考え る」

こ とが負担 に なっ て い る もの と思 わ れ る 。

2． 食事調査

　世 帯 構 成 の 違 い に よ る 食生 活 の 実 態 を調 査す る た め に，
一例 で は あ る が，三 世 代 同 居 世 帯 の 学 生 の 家庭 に お い て，

学生 の 祖母 母それぞれ が夕食 を調理 した 時の 祖 父 と祖母

の 栄養素摂取量 と食品群別摂取量 の 平均 を求 め，表 3，表

4 に示 した 。 家族構成 は摂取量 の み で な く，栄養素 の 摂取

の 仕方 に も影響 を及 ぼ す
15〕

と報告 され て い るが，祖母が

調理 をす る こ とに よ り，い も類 砂糖類 豆類 の 使用が多

くな っ て い た （表 4）が ，祖 母が 調 理 を行 っ た と きの 方が ，

全 体的 に 栄養素摂取量 が 低下 す る傾 向が み られ，祖 父 は 炭

水化物 とカ ル シ ウ ム ，祖母 は カ ル シ ウ ム で 有意差が認 め ら

れ た （表 3）。 野菜 の 摂取量 （表 4） と，表 に は示 して い な

い が，夕食 に 使用 した 食品数 は 祖母 が 調理を行 っ た時は

11 ± 3 で あっ た の に対 し，母 は 18± 4 で あ っ た こ とが ，カ
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表 3，　 調理担当者が 異なる 場合 の 栄養素摂取量の 違い （夕食）

エ ネル ギ
ー

　 〔kcaL）

た ん ぱ く質

　　（9｝

脂質

〔已）

炭水化物

　 （9〕

カ ル シ ゥム

　 〔mg 〕

鉄

〔mg ）

レ チノ
ー

ル 当量

　　　（μ9）

ビ タミ ン BL

　 〔mg ）

ビ タ ミン B2

　 〔mg 〕

ビ タ ミ ン C

　 〔mg ）

食塩

（9）

桝母調理 祖父 633± 15633 ．2± ユO、717 、0 ± 10．3 ＊ 79．3± 9．2 ＊ 96± 493 、6±1、6192 主3420 ．31±Oll0 ．70±O．8539 土 205 ．6 士 3．1

祖母 525±107267 ±7．815 ．3±7．45L9 士 102 ＊ 91士 703 ．0士 1．5 上94± 347027 ± 009064 ± 0．8837 ± ユ94 ．8 ± 2、6
母調 埋 祖 父 723 土 178301 ± ll　62 生 2 士 14890 ．1 ± 14．8198 ± 1053 、7 ± 1、2205 ±1370 ．38±0．25047 ±Ol848 土145 ．4±2．0

祖 母 592± 20326 ．1± 8．S22 ．8 ± 153665 ± 14．7190 ± ll33 ．7± 2．1213 士 140032 士 〔U4044 ± 0、1642 ± 124 ．8 ± 1、9

〔＊ P 〈0．〔｝5〕

表 4．調理 担当者が 異な る場合の 食 品群別摂取量 の 違い （夕食） 〔9〕

穀 類 種 実類 い も類 砂糖 類 菓 子類 油脂類 豆類 　 果実類
緑 黄色

野 菜

その 他

の 野菜

きの こ

類
海 藻類

調 味料 類 ・
嗜好飲 料

魚介類 肉類 卵 類 乳 類
その 他

の食 畆

祖母調理 祖父 ＊＊67 ± 6040 ± 43 ＊ 5 ± 50 ＊ 3± 320 ± 36　9± 13 ＊ 11 ± 1859 壽 22 ＊＊o1 士 3280 士 4482 ± 6741 ± 460o0

祖 母 45 ± 6o34 圭 45 半＊＊7 士 5o ＊ 3 ± 530 ± 4113 ± 1414 ± 2455 ± 24 ＊＊o2 ± 3 ＊＊ 249 ± ／759 ± 5144 ± 37013 ± 210

母 調理 相父 79± II2 ± 632 ± 361 ± 3D14 ± ll13 ± 2625 ± 2729 ±2275 ± 448 士 80245 ± 5380 土 4134 ± 493 ± 521 ± 465 ± 19

祖母 51 ± ll1 よ 42 遭‡ 291 ± 1o13 ± ll13 ± 2516 ± 2433 土 2671 ± 368 ±81 ± 4208 ± 3971 ±3028 ±282 ±321 ±475 ±19

〔＊＊＊ pく O、001、　＊＊ p く 0．Ol，　＊ p＜ O．05〕

ル シ ウ ム 摂取 に影響 して い る と考え られ る。今回 は 夕 食 の

み で あ っ た の で食事 摂 取 基 準 値 とは 比 較 で きな い が ，高 齢

者が 3 食調理 した 場合 の 栄養素摂取不足が 懸念され る 。 ま

た，単独世帯や夫婦 の みの 世帯が増 えて い る 現状 を考える

と，食事摂取基準値を満た した献立を考える 必要があ る と

思われる 。

　わが 国 は世界で も類 をみ な い 速 さで，高齢者社会 を迎 え

つ つ あ る こ とは 周知 の 事実で ある。人 間は老年期 を迎 え る

と 身体機 能 が 低 下 す る 。一
つ は生 理 機能 の 低下で あ り，も

う
一

つ は 生活機能の 低 下 で あ る 。 生理機能 の低 下 は，単な

る消化 ・吸収，代謝 の効率 に止ま らず，咀嚼困難や 嚥
．
ド困

難 な どの 食動作能力 の 低下 を意味する。低栄 養に な ら な い

よう十分注意 し，お い し くて 栄養価の 高い 食品 を摂取す る

よう心 が け る こ とが 重 要 で あ る 。 ま た，献立 な ど を考 える

意欲 自分 に 必要な食品 （商品） を 選択す る た め の 情報

買い 物や 調理な ど を行 う行動力が 低 下 す る な どの 生活機能

の 低 下 に 対す る 十分な 配 慮も今後必 要 に な る と考え られ

る。

要　　約

　世帯 タ イ プ 別 の 構成割合 は 夫婦 の み の 世帯数 が 最 も多

く，次い で 三 世代 同居 世帯，単独 世帯の 順 で あ っ た。食生

活に 関す る ア ン ケ ート調 査 で は，夫婦 の み の 世帯 が 最 も食

事へ の 満足度 が 高か っ た が，食事調査 で は 単独世帯 や 夫婦

の み の 世帯 で は，食事摂取基準値 に対す る 不足が懸念され

た 。 三 世代同居世帯 の 高齢者は 「好きなおかずがない 」 こ

と を不 満 に感 じて い る が，調 理 者 は 「好 む料 理 を作 る」 こ

と を最 も配 慮 ・工 夫 して お り，世 代 の 異 な る 家 族 の 嗜好 を

満足 させ る こ との 難 しさを伺 うこ とが で きた 。 また，単独

世帯 の 高齢者 は 家族 と 会話がない こ と を不満 と して お り，

会話が 食事 に と っ て い か に重要 か とい うこ と も分 か っ た。
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和文抄録

　世帯構成の 違 い が，高齢者 の 食生 活 に どの ような影響を及 ぼ して い る か を検討 した。

　世帯 タ イプ別 の 構成割合 は 夫婦 の み の 世帯数が 最 も多 く，次 い で 三 世 代 同居 世帯，単独 世 帯の 順 で あ っ た。ア ン ケート

調査 で は，夫婦 の み の 世帯 が最 も食事 へ の 満足度が 高 か っ た が ，食事調査 で は単独世帯や 夫婦 の み の 世帯で は，食 事摂 取

基準値に 対す る不足 が 懸念 され た。三 世代 同居世帯 の 高齢者 は 「好きなおかずがない 」 こ と を不満 に 感 じて い る が，調理

者 は 「好 む 料理 を作る」こ と を最 も配慮 ・工 夫して お り，世代 の 異な る家族 の 嗜好 を満足 させ る こ との 難 しさを伺 うこ と

がで きた 。 また，単独世帯 の 高齢者 は 家族 と会話が な い こ と を不満と して お り，会話が 食事に と っ て い か に重要か とい う

こ と も分か っ た 。
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